
星景写真のいろいろな手法 

注意事項 

 

  自己流で習得した内容なので、そのつもりでご覧下さい 

  また、もっと賢い方法等がありましたら是非教えて下さい 
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北杜市みずがき天文愛好会 

（やまねももんが） 
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星景写真 

◇ 星空と地上風景を一緒に写した写真を「星景写真」と呼んでいます 

    ・撮影方法や仕上げ方は千差万別です 

    ・デジタルカメラの性能が向上したことで、以前に比べて容易に撮影できるようになりました 

    ・広角レンズを使うことが多いです 

    ・星はとてもシャープに小さく写るので、明るい星もあまり目立ちません 

       ・そこでディフュージョン・フィルターを使って、明るい星を滲ませたりします 
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星景写真にはいろいろな手法がある 

・固定撮影で１枚撮り 

    ・短時間露光  → 星を点に写す 

    ・長時間露光  → 星の軌跡を線として写す 

 

 

・追尾撮影  （地上風景はブレてしまうので星景写真とは呼ばないかも？） 
 

 

・同じ構図で星空用と地上風景用を別々に撮影し仕上げて、マスクを使って合成する 

    ・星空用も固定撮影 

    ・星空用は追尾撮影 

 

 

・固定撮影で多数枚撮影し、比較明合成する 

    ・暗い星空 

    ・月明り 

    ・明るい都会など 

今回はこれを説明します 
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星空用と地上風景用を別々に撮影し仕上げて、 
マスクを使って合成する 

◇ 多くの場合、 

    ・星空に合わせて明るさを調節すると、地上風景がとても暗くなってしまいます 

    ・逆に地上風景に合わせると、星空が明るくなりすぎてしまいます 

 

◇ そこで、以下のような手法を使います 

    ・星空と地上風景を別々に撮影し、それぞれを仕上げます 

       ・別々と言っても、構図はそのままで、撮影間隔は１分以内です 

    ・そして、マスクを使って両者を合成します 

 

    ・合成なので写真としては嘘だという意見もありますが、 

     仕上がりはなかなか綺麗なので、楽しむ分には良いんじゃないかと思っています 
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撮影条件 等 

◇ レンズ 

    ・広角レンズ 

    ・絞り ２．８～４．０ 

 

◇ 星空用画像の撮影 

    ・固定撮影 

    ・ディフュージョン・フィルターをレンズの前に配置する 

    ・露光時間は２０秒  → 短くしないと、日周運動による星の移動が目立ってしまう 

    ・ＩＳＯ感度は６４００～８０００ 

 

◇ 地上風景用画像の撮影 

    ・固定撮影 

    ・フィルターは使わない 

    ・ＩＳＯ感度は８００～１６００  → ざらつきを少なくするために低く設定する 

    ・露光時間は数分程度 

    ・複数枚をコンポジットする場合もある 
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露光条件の判断 

◇ ヒストグラムでチェックしましょう 

 

    ・星空部分は、輝度の山が左から１／４から１／３あたりにくるのが適切だと思います 

    ・地上風景は、左端にくっつかないようにしましょう 

星空部分 地上風景部分 

星空部分はＯＫ 
  でも低空が明るすぎる 
地上風景部分は暗すぎる 

星空部分は明るすぎる 
   
地上風景部分はＯＫ 

星空部分はＯＫ 
 
地上風景部分はやや暗すぎる 

感覚だけに頼らずに、数値で判断しましょう 
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星空部分の画像  Ｒａｗ現像 

プロファイル ： ニュートラル 

周辺減光補正 

ホワイトバランス ： ＡＵＴＯ 

色合いを調整 コントラストを調整 

明るさを調整 

EOS 6D RAW ISO8000 
EF16-35 ｆ2.8 Ⅲ （25mm） F2.8→3.5  
固定撮影（20秒） 
Lee Soft-1 Filter をレンズの前に配置 
山梨県・みずがき山にて   
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星空部分の画像  ＰＳでの処理 

コントラストを調整 

明るさや色合いの偏りを調整 

全体の明るさや色合いを調整 
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地上風景部分の画像  Ｒａｗ現像 

プロファイル ： ニュートラル 

周辺減光補正 

ホワイトバランス ： ＡＵＴＯ 

色合いを調整 コントラストを調整 

明るさを調整 

EOS 6D RAW ISO1600 
EF16-35 ｆ2.8 Ⅲ （25mm） F2.8→3.5  
固定撮影（180秒）山梨県・みずがき山にて   
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マスクを作成 

星空部分を黒く塗り潰した 

マスクを作る 

Photoshop で 

「色域指定」と「塗りつぶし」を使う 

 

ポイント 

・境界付近だけが大切 
・あまり厳密に考えないで、大まかで 
 良い 
・細かい枝などはどうやっても無理 
・一気にやらないで、少しずつ進める 

１０/１９ 



マスクの作成 

元画像の上に新規レイヤーを作り、 

全体を黒で塗り潰します 

 

元画像のレイヤーにおいて、 

「選択範囲」-「色域指定」で、地上風景で特徴的な 

色合いの部分を選択します 

    ↓ 

マスクのレイヤーで、その部分を白く塗り潰します 

    ↓ 

この作業を繰り返して、以下のようになったらＯＫです 

  ・境界付近の地上風景部分が全てほぼ白い 

  ・境界付近の星空部分が全てほぼ黒い 

    ↓ 

境界付近以外のところは、「なげなわツール」を使い、 

  ・地上風景領域を大まかに選択して、白く塗り潰します 

  ・星空領域を大まかに選択して、黒く塗り潰します 

    ↓ 

境界付近は「スタンプツール」を使って仕上げます 
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合成 

地上風景用画像には 
マスクを使わない 

地上風景用画像の上に星空用画像をのせる 
マスクは白黒反転して適用する 
境界付近の不自然さが少なくなるように 
マスクをぼかす 

画像を統合して 
ノイズ低減処理等を施す 
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こんな合成法もあります 

風景 ISO1600 F3.5 固定 180秒 

星空 ISO8000 F3.5 固定 20秒 
グラデーションマスクを使って 
合成した 
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追尾撮影した星空と固定撮影した地上風景を合成する 

追尾撮影した星空写真は、特に天の川などはとてもきれいですよね 

だから、これと固定撮影した地上風景を組み合わせてみたくなります 

 

でも星空と地上風景の境界部分が日周運動によって動いてしまうので、 

多くの場合はマスクを使った合成がうまくできません 

    → 次ページ 

 

 

そんななかで、以下のような場合はうまくできます 

 

    ・境界が単純な形であること 

        ・木などがあるとほぼ駄目です 

    ・方角は東か西が狙い目です 

        ・東の場合は、境界が水平か右下がりであること 

        ・西の場合は、境界が水平か左下がりであること 
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星空  追尾撮影（９０秒） 
先に撮影 

地上風景  固定撮影（２４０秒） ２枚 
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固定撮影時の星の動き 

追尾撮影時の地上風景の動きは逆になる 

星空と地上風景の境界 

  地上風景用画像撮影時 

  固定撮影 

星空と地上風景の境界 

  星空用画像撮影時 

  追尾撮影 

撮影の方角と地上風景の選択 

ポイントは 

星空用画像と地上風景用画像で 

一方の地上風景領域が他方の地上風景領域に 

完全に含まれることが可能がどうかです 

 

 

東の空では星は日周運動で右上に移動していきます 

追尾撮影すると、地上風景は左下へ移動していきます 

 

そこで最初に固定撮影で地上風景用画像を撮影し、 

続いて追尾撮影で星空用画像を撮影します 

 

星空と地上風景の境界が図のようになればうまくいく 

はずです 

 

 

西の空では、逆に最初に追尾撮影で星空用画像を 

撮影します 

東の方向 
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星空 ISO3200 F4.0 追尾 90秒 2枚 
風景 ISO1250 F4.0 固定 240秒 2枚 

追尾撮影した星空と固定撮影した地上風景を合成した星景写真 

北西方向 星空 ISO3200 F4.0 追尾 90秒 2枚 
風景 ISO1250 F4.0 固定 240秒 2枚 

南東方向 
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追尾撮影した星空と固定撮影した地上風景を合成した星景写真 

星空 ISO3200 F4.0 追尾 90秒 2枚 
風景 ISO1600 F4.0 固定 240秒 

SIGMA 15mm F2.8 FISHEYE風景 周辺部の星像が悪いのでトリミングしている 
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木があると 
もうお手上げ！ 


